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要    旨

本稿では，人を中心とした HMI 操作表示環境における GUI (Graphical User Interface)としての役割りを担うプログ

ラマブル表示器全般の要求事項の確認を行い，当社表示器 HG シリーズでこれらの要求事項に対してどのように取り組ん

でいるかを紹介する。また，画面サイズが１０.４ｲﾝﾁ及び１２.１ｲﾝﾁの大形タイプの表示器に採用した HMI 操作表示の仕

様を具体的に説明して，HMI操作表示機器に対する考え方を示す。

Abstract

The HG series programmable displays are GUI (Graphical User Interface) devices designed for creating the HMI

environment. This paper describes the functions required for the operator interface in the human-oriented HMI envi-

ronment and introduces how IDEC implements these required functions into the HG series programmable displays.

Then this document briefs the specifications adopted into the medium- and large-size programmable displays with a

10.4 or 12.1-inch screen released into the market in 1998. Finally this report discloses the IDEC’s idea for the pro-

grammable displays used in the HMI environment.
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１．はじめに

プログラマブル表示器は，当初プログラマブルコント

ローラ（以下 PC と略す）の HMI（Human Machine

Interface）用操作表示装置として顧客製品の付加価値の

向上目的で採用され始めた。その後，プログラマブル表

示器の機能向上や Windows ベースの作画ソフトウェア

が各社から相次いでリリースされ，これらが顧客の製品

や設備の設計・製造の日程，コスト，品質に大きく寄与

できることが知られるようになった。最近では，操作盤

に必要不可欠なキーコンポーネントとして位置付けされ

ている。

しかし，このプログラマブル表示器の主要顧客である

製造業を取り巻く環境は，長期化する不況，激化する価

格競争，価格破壊，消費者ニーズの多様化による変種変

量生産，リードタイムの短縮化要求，生産拠点の海外転

出，工場廃棄物による環境破壊など，多くの難問を抱え

ている。このような問題の解決の糸口として，現場設備

からの情報を的確に捉え，これを一元管理し，即断即決

の経営情報とすることが重要である。すなわち製造現場

の情報化を図ることが肝要になる。

今回，このような情報化の一翼を担う大型プログラマ

ブル表示器を開発したので以下に報告する。

２．開発のコンセプト

２．１　表示器への要求事項

近年では，プログラマブル表示器のみならず，制御機

器全般に，製造現場での情報コンポーネンツとして数々

の要件を満たすことが求められている。特に，情報化を

促進させるためには「標準化」が重要になる。つまり，

制御機器の標準化が進めば，必要な機器がメーカを問わ

ず容易に接続でき，しかもマルチベンダで資材調達がで

き，そして特定の機器ごとのメンテナンスも不要になる

など，工場の情報化を多いに促進させることができる。

制御機器業界では，技術用語を初め性能仕様などの標準

化が進んでいるが，プログラマブル表示器に関しては過

渡期の製品でもあり，デファクトスタンダードの市場色

彩が強い。

また，ボーダレス市場を形成している制御機器では，

標準化は「グローバル化」に繋がり，国際規格やマルチ

リンガルへの対応も重要である。制御機器の国際規格は，

UL 注:1/CSA規格注:2や CE 注:3マーキングに代表されるが，

これらの規格をクリアすることは，海外展開の必須条件

になりつつある。特に，EMC 規格注:4 や安全規格への対

応は重要である。例えば，機器自身から不要輻射ノイズ

を発射しない，また外部からのノイズによって誤動作を

引起こさないことは，機器が安心して使われるための必

要最小条件であり，規格に対応したものが標準的に使わ

れる所以である。

国際的に使用される場合には，もう一つの重要な問題

として言語の問題がある。プログラマブル表示器のよう

に文字を表示させる機器では，多言語に対応しているこ

とが重要になる。とくに数年来より，日本語，英語はも

ちろんのこと，中国語・台湾語・韓国語への対応要求も

日増しに高まっている。当社の大形表示器では，上記の

言語のフォントを内蔵させて多言語への対応を配慮して

いる。

さらに近年，欧米を中心として進展著しいのが，通信

ネットワークのオープン化である。オープン化されたネ

ットワークは，工場の情報化のインフラストラクチャと

なる。プログラマブル表示器は，様々なホスト機器やネ

ットワークへの接続が不可欠であり，当社においても後

述するように，ネットワーク対応プログラマブル表示器

の開発を鋭意進めている。

操作表示機器では，「安全」という考えも非常に重要

なポイントである。人はスイッチを操作する際に，確実

に押されたかどうかを，クリック感やストローク感とい

う感覚情報をもとに判断する。一般に，プログラマブル

表示器はタッチスイッチで操作部を構成しているが，タ

ッチスイッチは押した感触が得られないまま入力されて

しまう。このことに正面より取り組み，操作感を考慮し

た独自の薄型レンズ機構とタッチスイッチを組み合わせ

た“CC スイッチ”を発案した[1]。これは通常のタッチ

スイッチの操作に比べ，誤操作のない安心感のある操作

を行うことができる。

２．２　表示器の基本コンセプト

  プログラマブル表示器 HG シリーズは，次の５つのコ

ンセプトを基に小形表示器から大形表示器までのシリー

ズ展開を図ってきた。

(1) オペレータステーション

中・大形はもちろんのこと小形タイプでもタッチスイ

ッチを搭載し，オペレータステーションの役割を担え

るように配慮。

(2) イベントサポーテイング

機械設備のトラブル発生時の素早い対応が可能となる

警報機能や履歴機能を充実。

(3) 制御機能サポーテイング

ホスト機器の処理負担を軽減する演算機能などを充実

し，分散制御コンポーネントとしての自立が可能。

(4) マルチコミュニケーション

ホスト機となる PCの通信プロトコルを，現在まで

PCメーカ 18社に対応。

(5) ヒューマンフレンドリィ

   CCスイッチに代表される使い易さを重視。
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 ２．３　表示器の機種構成

 HG 形プログラマブル表示器の機種展開の基本は，画

面の規模別に小形機，中形機，大形機として展開を図っ

ている。ちなみに，画面サイズについては JIS B3551の

規格で，画面サイズが約 4 インチ以下のものを小形，約

8 インチ以上のものを大形，その中間サイズのものを中

形表示器と定義されており，この分類に準拠している。

 一方，機能別の展開も積極的に行い，使用目的で選択

できるように，以下の４つのタイプを開発してきた。

 

(1) 標準タイプ

業界標準のパネル取付けタイプで，小形表示器，中形

表示器，大形表示器をラインナップしている。

(2) CCスイッチ搭載タイプ

標準タイプの画面上に，薄形の透明メカニカルスイッ

チ（CCスイッチ）を搭載し，なぞり操作が可能で，

操作時にクリック感が得られるタイプ。

(3) CCペンダントタイプ

自立操作盤のダウンサイジングをコンセプトにした，

メカニカルスイッチとの融合形ハンディタイプ表示器。

（本誌別稿「モバイル形操作表示器の開発」参照）

(4) CCシグマタイプ

GUI機能を持ったプログラマブル表示器と押ボタンス

イッチや表示灯などの SUI（Solid User Interface）

機能を併せ持ち，国際標準の DINサイズでブロック

化を行い，要求に応じてビルドブロックで操作盤を製

作できる“Σパネル”と言う新しい考えのHMI操作

表示機器。（本誌別稿「ＤＩＮサイズをベースとした

∑パネルの開発」参照）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３．グローバルな社会的潮流に対する取り組み

  前述の表示器への要求事項で述べた情報化，標準化，

グローバル化，オープン化などの社会的潮流への実際的

な取り組みを以下に述べる。

３．１　オープンネットワークへの対応

プログラマブル表示器は，各種制御装置や機械のコン

トローラ（多くの場合，PC）と接続されて用いられる。

このインタフェースの一つである「上位リンク方式」は，

直接ＰＣの内部メモリにアクセスでき情報交換を行なえ

る簡便さから，ＰＣとプログラマブル表示器をインタフ

ェースする主流の方式となり，その便利さがプログラマ

ブル表示器を一般化し普及させた大きな要因になったと

思われる。しかし，上位リンク方式による通信は，ＰＣ

とプログラマブル表示器を１：１で接続した場合は，実

用に耐えうる速度を実現できたが，プログラマブル表示

器を複数台接続し，ネットワーク化した場合の応答性は

悪く，リアルタイム性が要求されるフィールドレベルの

制御系通信には不向きな簡易ネットワークであった。そ

のため従来は，複数台のプログラマブル表示器を接続す

る場合，各メーカのプライベートネットワークを用いて

リアルタイム性を保証する方法で実現されていた。

一方，パソコンやワークステーションなど小形コンピ

ュータの性能や信頼性の向上に伴って，生産システムの

構成が統合型の CIM（Computer Integrated Manufac-

turing）から，分散型システムへと移行していく中で

FA（Factory Automation）システム全体のオープン化

が進みつつある。このような状況下で，プログラマブル

表示器も簡易なネットワークや専用ネットワークの域か

ら脱し，オープン環境のネットワークに接続する要求が

でてきている。これらのニーズに応えるため，いち早く

通信ターミナル

オープンネットコントローラ

Σパネル

プログラマブル
表示器

スイッチブロック

マルチベンダー機器
（マスタ）
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        図１  当社が対応するオープンネットワーク

　　Fig.１  Open Network to which IDEC IZUMI corresponds
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オープン化されたネットワークの開発に着手し，De-

viceNet 注:5，LONWORKS 注:6，JPCN-1 注:7，CC-Link 注:8への対

応インタフェースを開発中である。

このようなオープン化されたネットワークに対応する

ことにより，異なるメーカの機器を同じネットワーク上

に接続することが可能になり，操作手順，機能，外部イ

ンタフェースなどを標準化することができるようになる。

また，同じインタフェースを用いているため，機能拡

張・保守・管理が非常に簡単にできる。

今後の展開は，従来からの生産管理を中心とした情報

化だけではなく，製造現場まで含めた情報ネットワーク

の構築が可能となるような，FA イントラネットなどに

対応するため，上位レイヤである Ethernet 注:9 へのユニ

ットの開発にも取り組む予定である。

３．２　グローバルスタンダードへの取り組み

ボーダレス化する市場環境におけるプログラマブル表

示器への要求の一つに，グローバルスタンダードへの対

応がある。プログラマブル表示器は産業用途を志向して

いることから，表１の表示器の適応規格一覧で示す規格

が取得の対象となる。

これらの規格の中で特に EMC 指令（表１：EN50081-

2,EN50082-2）への技術的対策は，開発初期段階からの

根本的な検討が必要不可欠である。

  

３．３ スタンダードデータへの対応

近年の GUI 全盛の時代において，プログラマブル表示

器の画面設計の良し悪しは操作性に大きな影響を与える。

従来から，ＨＧシリーズ専用作画ソフトウェア

SHELLPA-Ⅱ[2]には強力な図形編集機能を用意してい

るが，多くのユーザから CAD 図面，写真画像，ドロー

系ツールなどのデータを画面表示させたいという要求が

あった。これらの要求に対応するため，図形編集機能の

一つとして，Windows 注:10標準の図形データを取り込む

機能を用意した。

表 1　表示器の適応規格一覧

Table１　List of Display Standards

適応地域 規格№ 名　称

508 産業用制御機器

1950 情報処理機器

米国/UL

1740 産業用ロボット機器

22.2 No.14 産業用制御機器北米/CSA

22.2 No.950 情報処理機器

EN61131 PLC 及び周辺機器

EN60950 情報処理機器

EN61010 計測制御試験用機器

EN60204 産業用機械設備の電気機器

EN50081-2 工業環境共通エミッション

欧州/CE

EN50082-2 工業環境共通イミュニティ

この機能は，SHELLPA-Ⅱが Windows をプラットフ

ォームとしている理由の一つでもある。

(1)ビットマップファイル

点の集まりで作成された図形データファイルであり，

デジタルカメラで撮影したデータなどを扱う場合に有

効である。

(2)WMF（Windows Meta File）

ベクトル形式の図形データファイルであり，CADデ

ータもWMF形式のファイルに変換することで取り込

みが可能である。この機能によって，様々な図形編集

用アプリケーションソフトウェアで作成されたデータ

を流用することができる。

３．４ ボーダレス市場への対応

ボーダレス市場，つまり国際化時代へ対応するために

大形プログラマブル表示器は，日本語，英語のほか，韓

国語，中国語，台湾語のフォントを内蔵している。必然

的に，作画ソフトウェアにも外国語編集機能が要求され

ることになる。

他社の作画ソフトウェアには，英語版アプリケーショ

ンソフトウェアとして外国語の編集を実現しているもの

がある。この手法は編集を行う言語に対応した各国版の

Windows 上で，英語版アプリケーションを実行し，そ

の Windows で用意しているフォントと IME(Input

Method Editor)を用いることによって外国語の編集を行

う方法である。この場合，共通語である英語を利用して

いるため，英語を母国語としない外国人でもある程度の

知識があれば，そのアプリケーションを利用することが

でき，１つのソフトウェアで複数の言語を編集すること

も可能である。しかし，異なる外国語を編集するために

は，それぞれの Windows 環境を用意しなければならな

いのは面倒であり，さらに複数の言語を同時に編集する

ことはできない。

           図２  多言語対応 SHELLPA-II

　　Fig.２  Multilingual Supported SHELLPA-II
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これに対して今回開発の大形表示器用 SHELLPA-Ⅱ

では，このソフトウェアを扱う人を日本語が理解できる

人に限定し，１つの Windows 環境下で複数言語を同時

に編集できる多言語対応アプリケーションソフトウェア

として外国語編集機能を実現した。図２に多言語に対応

した編集画面例を示す。

この手法は各言語のフォントと IME をパソコンにイ

ンストールし，Windows95 で用意されているマルチイ

ンジケータから編集を行う言語の IME を選択する。そ

の後，SHELLPA-Ⅱ上でフォントの選択を行い文字を入

力する。

これによって，表示器の画面に複数の外国語を表示さ

せることも可能であり，表示器を含むシステムを日本で

構築し，それを各国に輸出する場合に非常に有効である。

[3][4]

４．最適なＨＭＩ操作表示環境を実現する機能

ここでは，大形プログラマブル表示器 HG3A 形，

HG3C形，HG4A形，HG4C形の４機種で採り入れた操

作表示環境を最適化する手法について以下に述べる。

４．１　ウインドウ表示

　表示器上のウィンドウ表示画面の操作性については，

パソコンなどのＧＵＩに慣れ親しんだユーザでも違和感

を感じないように特に配慮した。

　画面の移動，クローズ，表示順序の入れ替え機能はシ

ステムソフトウェアにより提供されており，タッチスイ

ッチ操作でこれらの機能を使用することができる。

ウインドウ表示画面には，ユーザが自由に動作設定を

行うことのできるサブ画面の他，システムソフトウェア

が提供するデバイスモニタ画面，警報表示画面，履歴表

示画面があり，これらの画面はベース画面上にポップア

ップで表示される。これらのウィンドウ表示を利用する

ことで，必要な情報を必要なときだけ表示することがで

きる。

　　　　　　

　　

　

×⇔

   

　

×⇔

　　

　

×⇔

　

　

×⇔

警報表示画面

ベース画面

サブ画面履歴表示画面
デバイス

モニタ

画面

　　　　図３　ベース画面とウインドウ画面

　　　　Fig.３ Base Window and The Other Windows

       

　

×⇔

　　　図４　ウィンドウイメージ

        Fig.４ Image Picture

図４にウインドウ画面のイメージ図を示し，以下に画

面上の操作機能について述べる。

(1)  タイトルバー

画面のタイトルを表示する。また，バーを押すことで，

そのウィンドウを一番上に表示することができる。

(2)  画面移動ボタン

タッチパネル操作で，ベース画面上のウインドウ画面表

示位置を自由に移動することができる。

(3)  画面クローズボタン

画面を閉じるという動作設定をユーザが設定しなくても，

システムソフトウェアが用意している閉じるボタンを操

作することでウインドウ画面を閉じることができる。

４．２　デバイスモニタ

　表示器とホスト機器の動作状態は，SHELLPA-Ⅱを使

用したデバッグ機能によりモニタリングすることが可能

である。しかし，現場にパソコンを持ち込んでの作業は

容易とは言えず，表示器単体でのモニタ機能が求められ

ている。デバイスモニタ機能は，タッチスイッチの操作

でモニタデバイスを登録することにより，任意の表示器

の内部デバイスおよびホスト機器のデバイスのモニタや

データ編集を可能としている。デバイスモニタ画面はウ

インドウ表示であるため，運転中に画面動作を確認しな

がらモニタ操作が可能である。図５にデバイスモニタの

画面例を示す。

　

　　　　　　　自動組み立てラインモニタ
　

　組立

　検査

　梱包

　　　5678

　　　1234

目標台数

生産台数

　　　1234

A B C

7

4 5

98

D

E

1 2

6 F

3 Ｅ
Ｎ

Ｔ0 CLR CA

　　　　5678LDR(word)　1234

データ変更画面

デバイス 　 変更値

　現在値

　1234／4D2H

10 進 16 進

×デバイスモニタ⇔

　　　　図５　デバイスモニタウインドウ

Fig.５ Device Monitor Window

(２)

(１)

(3)
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４．３　演算機能

　本表示器においては，従来の HG シリーズの演算機能

を統合・拡張して演算手続きの簡単なスクリプト方式を

採用した。これにより，自由度の高い演算設定が可能と

なり，また浮動小数型データや算術関数および統計関数

を利用することで，複雑な演算を容易に行うことができ

る。従って，接続されるホスト機器は複雑なデータ処理

を表示器に任せることができ，処理負担の軽減が図れる。

　図６に SHELLPA-Ⅱを用いてスクリプト方式の演算

手続きを行なっている様子を示す。

４．４　メモリカード

大形機種では，ミニチュアカードインプリメインター

ズフォーラムが公開している「Miniature Card Specifi-

cation」に準拠した，切手サイズ大のフラッシュメモリ

カード（４ＭＢまたは８ＭＢ）を用いることができる。

メモリカードには，ユーザデータ，履歴データ，表示

器内部保持リレー・レジスタを保存することができる。

また，メモリカードに保存されたユーザデータ，表示器

内部保持リレー・レジスタの内容を逆に表示器へ転送す

ることもできる。この機能により，ユーザデータの運用，

管理の利便性が高くなり，作業現場へメンテナンス用の

パソコンを持ち込む必要性も少なくなる。

４．５ ラダー方式による作画ソフトウェア

作画ソフトウェアの役割には，画面イメージの編集の他

に「画面上のスイッチを押した時，他の画面に切り替わ

る」といった表示器本体の動的なプログラムデータを編

集する動作設定がある。この動作設定は高機能化する表

示器本体に対して，如何に容易にデータを作成すること

ができるかが大きなポイントになっており，作成方式は

表示器メーカ各社様々である。当社ではこの動作設定に

ラダープログラミング方式を用いている。この方式を採

用した理由は，表示器の動作を制御シーケンスとして記

       図６　スクリプト方式演算機能

   　Fig.６ Calculation Function of Script

述することで明解にでき，しかも設定された動作を視覚

的に理解しやすいという利点が得られるためである。ま

た，プログラマブル表示器が PC に接続されることが多

く，この PC のプログラミングがラダー図方式を主に用

いており，ユーザが新たなプログラミング方法を習得す

る負担が軽減されることなどである。

なお，このソフトウェアには作成したプログラムが設

計者の意図通りに正しく作られているかの検証を行うた

めのデバッグ機能が用意されており，表示器内部の状態

遷移をラダー図によって視覚的に確認できるという特長

が活かされている。[5]

４．６ プログラムレス通信

プログラマブル表示器に対して，より高度な機能が求

められるようになってくると，その機能を実現するため

の必須条件として，機械設備をコントロールしているホ

スト機器との密接なコミュニケーションが必要である。

それらのホスト機器は，設備により様々なものが使用さ

れているので，顧客ニーズに対応し最適なＨＭＩ環境を

提供していくためには，異なるホスト機器全てとのコミ

ュニケーションを実現していかなかればならない。した

がって，現在ホスト機器との通信は各 PC メーカがオー

プンにしている上位リンクユニットを介して接続する

「上位リンク方式」が主流になっている。この方式では，

プログラマブル表示器側が各ＰＣの通信プロトコルをサ

ポートすることにより，ダイレクトに PC 側の内部メモ

リ情報をアクセスできる。この機能によりシステム構築

技術者は，機械制御以外の通信制御用プログラムを作成

することなしに，プログラマブル表示器を用いたシステ

ムを構築することができるようになった。

　また，上位リンクユニットを用いずに PC の CPU ユ

ニットに直接接続する「CPU 直結方式」もサポートし

ているので，小規模システムでも容易にプログラマブル

表示器の取り込みが可能となる。

４．７　その他の機能

　大形機種では，従来の HG シリーズにはない以下のよ

うな機能を追加し，さらに使い勝手の向上を図っている。

(1) ユーザ定義通信

この機能は，さまざまの通信手順を持つ外部機器との

データのやりとりを可能にするものである。ユーザが設

定した通信プロトコルでシリアル通信が行えるため，バ

ーコードリーダなどの機器と接続することが可能になる。

(2) イベント送信

ユーザが設定した通信データを，タッチスイッチ操作

などのイベントにより送信する機能である。この機能に
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より，外部機器に対して表示器で発生したイベントをシ

リアル通信で通知することができる。また，ユーザ定義

通信と組み合わせて使用することも可能である。

(3) パラレルダウンロード

大形機種は画面サイズが大きいため画面データの容量

も大きい。特に TFT 液晶タイプでは６４色表示が可能

であるため，ビットマップなどの描画データの容量も大

きく増えている。これに伴い，SHELLPA-Ⅱで作成した

ユーザデータをダウンロードするのに要する時間も増大

してきているが，この時間を短縮するため，パラレルイ

ンタフェースを使用してのダウンロードをサポートした。

(4) 帳票印刷

本表示器には印刷専用画面が設けられており，独自の

印刷レイアウトを作成することができる。この機能を利

用することで，表示中の画面とは無関係にバックグラウ

ンドで必要なデータを印刷することが可能である。

(5)インチング出力

この機能は，通常のユーザ設定動作処理とは独立かつ，

優先的に処理される外部出力専用の動作命令である。こ

の機能により，設定されている画面動作量に依存せず，

表示器の外部出力へ高速に出力することが可能である。

５．アプリケーション例

　５．１　メモリカードアプリケーション

自動車メーカの工場のように，同じ製造ラインが複数

平行に並んでいる場合，同じプログラム内容を持つプロ

グラマブル表示器が必要になる。このような場合，メモ

リカードの活用により作業の簡素化が計れるので，その

例について手順を追って説明する。

まず，SHELLPA-Ⅱを用いて画面データを作成し，メ

モリカードに格納する。このメモリカードを製造ライン

に持って行き，１台の表示器に画面データをコピーした

後，設定データ（一日の生産目標数や部品の個数など）

を表示器のテンキーなどで入力する。さらに，その設定

データをメモリカードに保存し，画面データと組にして

他の表示器にコピーしていく。以上で，複数ラインのシ

ステムセットアップが表示器を盤面に組み込んだまま容

易に行うことができる。図７にこの様子を示す。

　また，表示器でラインの稼動状態の履歴を収集し，す

べてのラインの履歴を定期的にメモリカードに保存し，

そのメモリカードをパソコンが設置された事務所に持ち

帰り，SHELLPA-Ⅱでアップロードすることにより，ど

のラインがどの程度生産効率を上げているかなどの稼動

状態を一括管理することができる。

 

　　　 　

        

図７　メモリカードを使用したｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ例

Fig.７ The Application which is using memory card

　５．２　監視制御モニタ

　機械の運転状況の監視および計測データのモニタなど

は，計測するデータが多岐に渡るため迅速な情報収集が

求められる。ここで「見易さ」，「使い易さ」という視

認性，操作性が重要となる。そこで本表示器を用いるこ

とにより，多様なデータ処理と大きな画面を利用したグ

ラフィカルな表示で最適なモニタ環境が実現できる。

　図８の例は，ホスト機器から読込んだ温度，湿度，圧

力の各データを，時系列に折れ線グラフで表示している

ものである。この画面の動作設定には，折れ線グラフと

演算命令が用いられている。折れ線グラフはデータ表示

用に，演算命令は折れ線グラフで表示する単位の変換用

の演算に使用されており，データの変化をリアルタイム

に監視することが可能である。また，統計関数を含む豊

富な関数を備えているので，合計，平均，標準偏差など

のあらゆる科学技術計算にも対応できる。これにより演

算処理や分析処理をホスト機器に頼らずフロントエンド

で行なわせることができる。
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図８　モニタ画面
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６．おわりに

機械と作業者との接点に当たるＨＭＩ機器に関しての

設計原則については，人間工学に関する規格の中でもい

くつか規定されている。この中でも，作業者が人間－機

械系のインタフェースを通して連続して作業をするとき

に，「知覚しにくい情報」，「操作しにくい機器」は，

情報処理に対して著しい負担であると定義している。こ

れらインタフェース機器の設計段階で考慮すべき要素と

して，「作業の流れに沿った操作系の配置が考慮されて

いること」，「作業者が認識しやすい表示であること」，

「作業者が機械を支配できるようにすること」などがあ

げられている。本稿で説明した大形表示器の開発におい

てもこれらを検討し盛り込んでいったが，さらに操作系

の配置が容易で認識し易い表示系が簡単に付加できるΣ

パネルにおいては，さらにこれらが満足されるものを目

指した結果の現れであると考えている。今後も当社では，

人間を中心として機械が人間に歩み寄ることが可能なＨ

ＭＩ操作表示機器の開発を進めて行く所存である。

注１）ＵＬ　　http://www.ul.com/

米国保険業者試験所（Underwriters Laboratories Inc.，

米国）。米国では州法，条例等により，ＵＬ認定品の使

用が強制されていることが多い。

注２）ＣＳＡ　　http://www.csa.ca/

カナダ規格協会（Canadian Standards Association）。

カナダ各州の殆どが，ＣＳＡ証明のある電気製品の販売

を強制している。

注３）ＣＥ

ＥＣ指令への適合の表示マーク。製品及び製造者がＥＣ

の要求条項に適合していることを，製造業者（輸入業

者）または，第三者機関が関連の適合性評価を行ったこ

とを表すマーク。ＣＥマーク表示の製品は，ＥＣ域内で

の自由な流通が保証される。

注４）ＥＭＣＤ（ＥＭＣ指令）

電磁適合性に関する加盟諸国の法律の近似化に関する指

令。日本では一般的に，ＥＭＣ指令と呼ばれている。

注５）DeviceNet™は Open DeviceNet Vendor Associa-

tion,Inc.の登録商標です。

注６）LONWORKS®は米国エシェロン社の米国登録商標です。

注７）社団法人　日本電機工業会のプログラマブルコン

トローラ用フィールドネットワーク標準（レベル１）

注８）CC-Link は三菱電機株式会社の登録商標です。

注９）Ethernet は米国ゼロックス社の商標です。

注１０）Windowsは米国マイクロソフト社の商標です。
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